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　「飯田御用覚書」は飯田藩堀家の飯田在住の重臣（用人）が、毎日のできごとを記録した政務日誌です。延
宝２（1674）年の御用覚書（下伊那教育会所蔵）は現存する最古のもので（※）、寛文 12（1672）年に堀家
が下野の烏山から飯田へ移ってきて間もない時期であり、またこの年の７月に新藩主の堀親貞が初めて国入
りしたため、飯田藩のあわただしい動きが垣間見られます。
　9 月 25 日には、同月 7 日の大幅な役職替え（人事異動）に連動して、11 人の家臣に対し屋敷替え（屋敷
地の下付や異動）が命じられています。対象になったのは、①新しく家臣に召し抱えられた者、②江戸詰めか
ら飯田詰めへ変更になった者、③家格が引き上げられたり、新しく役職に任じられた者などでした。この記事
には、彼らがどこに屋敷地を与えられたのかも記されています。
　ところで、当時の飯田城下町の様子がうかがえる著名な史料
に「信濃国飯田城絵図」（下伊那教育会所蔵。長野県宝）があり
ます。縦 253 ㎝ × 横 301 ㎝の大きな絵図で、堀家の飯田入封の
直前、脇坂家が藩主だった 1660 年代に作成されたと推定されま
す。城郭・武家地・町人地・寺社地など城下全体が描かれてい
ますが、とくに武家地については、屋敷地 1 筆ごとに、坪数な
どを記した茶の付箋と、そこを拝領している家臣の名前などを
記入した青の付箋が貼り付けられており、屋敷割の状況が詳し
くわかります。また、この絵図は堀家にも引き継がれ、各屋敷
地を拝領した堀家家臣の名前が、今度は白の付箋に記されてい
ます（写真参照）。しかし、この白の付箋がいつ貼られたのか、
いつ頃の屋敷割の様子を示しているのかは未詳です。飯田入封
直後であろうとの指摘もあり、私もおおよそそれに賛成ですが、
検討の余地は残されています。そうした中、御用覚書の屋敷替
えの記事は大きなヒントになります。
　御用覚書によれば、山本兵左衛門という家臣は、屋敷替えに
より、他の2人とともに水の手に「新屋敷」を与えられていますが、
飯田城絵図では彼の名前を記した付箋が上荒町（現・中央通り
三丁目）で確認できます。そもそも飯田城絵図の水の手には、
番所や足軽長屋が見えますが、家臣の屋敷地は描かれていませ
ん。また、山野惣左衛門には江戸町の松山源右衛門屋敷の東隣
りにある屋敷地の半分が与えられていますが、飯田城絵図では
彼の付箋が下荒町（現・中央通り一丁目）に見えます。これら
の点から、飯田城絵図の白の付箋は延宝 2 年の屋敷替え以前の
ものであることがわかります。さらに、江戸町の松山源右衛門屋敷の東側について、飯田城絵図では「三羽
次部左衛門下屋敷」という付箋が貼られていますが、御用覚書では「松山源右衛門東隣りの屋敷」と記すのみで、
三羽の名前は見えません。おそらく彼がこの屋敷地を手放してから一定の時間を経ていたためでしょう。こ
うしたこともあわせ考えると、飯田城絵図の白の付箋は、まさに堀家入封直後に貼られたものであり、この
段階で堀家がどのような屋敷割を行おうとしたかを示していると思われます。

飯田城絵図　下伊那教育会 

飯田城絵図（部分、江戸町・中之町あたり）
屋敷地ごとに茶・青・白の付箋が貼られている
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研究紹介 「飯田御用覚書」から「飯田城絵図」を考える
羽田　真也（歴史研究所研究員）



建築学生に向けた信州南部の研修旅行 

　私が現在所属する日本大学生産工学部建築工学科では、コロナ禍以前に行われていた研修旅行の再開
にあたって、建築学生にどのような多様な学びの機会をつくるか検討を重ねています。来春には京都・
奈良の古建築を見学する研修旅行も予定されていますが、まずその第一弾として、10 月初旬に信州南部
の地域景観と現代建築を巡検する１泊２日の弾丸ツアーを実施しました。
　初日は、景観法に基づいて旧街道宿エリアを歴史保全地区に指定し、まちづくりを進めている上伊那
の宮田村を訪問し、2021 年の歴史研究所の研究集会で報告を依頼した小池勝典さんにご案内いただき
ました。また、２日目は飯田市内に移動し、午前に遠山地方の斜面集落として下栗の里、午後に伊豆木
の旧小笠原書院・小笠原資料館と飯田市美術博物館を訪れました。
　７月頃に旅程を決定し、学内全体で参加者を募集したところ、主に建築設計の分野での活躍を目指す
学部生・院生12名が集まりました。引率者として、非常に充実感のある２日間を過ごすことができました。
素朴な山間地域において歴史的建造物がおかれている現状や、そこに暮らす人々の生活など、短い滞在
期間の中ですが、私が歴史研究所で学んだことのエッセンスを伝えられたらと考えた次第です。
　また今回、地方における現代建築の事例として、小笠原資料館と飯田市美術博物館を見学しました。
地元にとっては、見慣れた建物ですが、建築学生からすると、著名な建築家の作品がこうした地方都市
につくられたこと自体が驚きで、またデザインの完成度の高さにも感銘を受けていたようです。設計者
が公募ではなく、地域に縁のある革新的な建築家が選ばれたことで、妥協のない個性的な建築作品が生
まれたことは、改めてみると非常に興味深いことのように思われます。

福村　任生（日本大学／歴史研究所調査研究員）

開催告知

※受講無料
▪Webフォーム · 電話 ·FAX· メールでお申込みください。
▪電話 ·FAX· メールは、① 氏名（ふりがな）、② 電話番号をお知らせください。
▪申込締切 ：2026年２月18日（水）
▪オンライン受講はありません。

安岡 健一 さん（大阪大学／歴史研究所顧問研究員）○ 講師

飯田市役所Ｃ棟３階会議室○ 会場

���� 年２月 �� 日 土 ��:��~��:��○ 開催日

聞き取り入門講座を開催します聞き取り入門講座を開催します

　いま、地域の思い出を残すための取り組みが全国各地にひろが
っています。飯田市歴史研究所でも、聞き取りによる地域史の記
録に力を入れています。この講座では、聞き取りに関心がある方
が、実際に取り組んでみるための具体的な方法を学びます。お話
を聞くときに気を付けることを知り、機材の使い方なども練習し
ます。聞き取りに取り組んでみたい方はぜひお越しください。
　この講座で学んだ方は、2026年3月に開催する戦後の農村写真
展で、来場者への聞き取りにもチャレンジできます。経験者の方
の語りに耳を傾けて、一緒に記録を作ってみませんか。
　※12月7日開催の飯田アカデミアでも関連する内容が取り上げ
られます。

昭和31年頃の国道153号線の風景（上郷飯沼）

（飯田アカデミア第108講座「戦後の地域の歴史と個人の歴史」関連企画）
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